
■情報公開制度とは
 行政情報の公開は、南国市行政情報公開条例に
基づき、公開請求できることになっています。
　南国市行政情報公開条例は、公開するための手
続きや公開することの判断基準を定めた条例です。
　しかし、公開を目的とした情報や従来から公開
の請求をしなくても提供されてきた情報など（情
報提供といいます）については、これまでどおり
取り扱われます。

※お問い合わせは、総務課総務係（�８８０ー６５５１）まで

公 開 請 求 ・ 申 出 件 数   処 理（ 決 定 ）状 況    不 服 申 立 て
　　　 20　　　　      公　　開　５ 　　  　 － 

            　　　　　　   一部公開　10 　　　   ０ 

     市長部局       18　   非  公  開　５ 　　　   ０ （市長部局外   ２       不  受  理　０ 　　  　 －
　　　　　　 　　      取  下  げ　０ 　　　   － 

◎平成15年度
　　　　行政情報公開条例の公開請求と処理状況

◎平成15年度
　　　　個人情報保護条例の開示請求と処理状況
開示請求などの件数 　　内容別件数  　 不 服 申 立 て
　　　０　　　　  開示請求　　０　　　　－ 

     市長部局　  ０   訂正請求　　０　　　　－（市長部局外  ０   適正処理の申出  ０　　　　－ 
　　　　　　　　  苦情・相談　０　　　　－ 

■個人情報保護制度とは
　市が保有する個人の情報の収集、保存、利用な
どのすべてにわたる総合的な保護制度です。
　南国市個人情報保護条例は、市が保有する請求
者本人の情報を知ることができる「開示請求権」、
その情報の適正な処理を申し出ることができる
「訂正請求権」を定めています。

Q．公開の対象となる行政機関は？
 議会を含む市役所のすべての行政機関です。
Q．公開の対象となる行政情報とは？
　①市の職員が、職務上作成・取得したもの
　（個人的な検討段階の資料は対象外です）
 ②文書、図書、写真、フィルム、録音・録画テ
　　ープなど
 ③市の職員が組織的に用いるもの
 ④市が保有しているもの
Q．公文書はすべて公開の対象ですか？
　 平成９年４月１日以後に作成・取得した公文
　書は、すべて対象となります。
Q．公開の請求はだれでもできますか？ 
　どなたでも請求することができます。
Q．公開の請求はどうすればよいのですか？
　　「行政情報公開請求書」を事務担当課または
　総務課に提出します。電話や口頭での請求は認
　められません。

Q．公開できない公文書がありますか？
　 公文書は、原則公開となっています。ただし、
　次のような情報が記録されている公文書は、公
　開できません。
 ①法律や条令等で、公開を禁じられている情報
 ②個人に関する情報
    　＊請求者本人に関する情報でも行政情報公開
　　　条例では、公開できません。請求者本人が
　　　自分自身の個人情報記録の公開を請求する
　　　ときは、個人情報保護条例に基づき請求す
　　　ることになります。
 ③法人等の事業活動に関する情報
 ④生命等の保護及び犯罪の予防・捜査等に関す
　　る情報
 ⑤市及び国・その他の地方公共団体間の事務事
　　業に関する情報
 ⑥法人等又は個人の任意の協力により提供され
　　た情報

 「後免町再開発事業の準備組合への貸付に係る
書類」のほか４件の文書を公開しました。
 文書の一部を公開したのは10件で、「十市保育
所民営化に関して選考会議等の記録」のほか９件
を、特定の個人を識別することができる個所など
を除き公開しました。
 不服申立てはありませんでした。

　条例に基づく開示請求はありませんでした。
　訂正請求、適正処理の申出および苦情・相談も
ありませんでした。

　市では、多くの情報を保有し、管理してい
ます。
　これらの情報を市民のみなさんに広く公開
するための手続や公開の基準を定めた南国市
行政情報公開条例が、平成９年に制定されま
した。

内訳

内訳
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事故の概要

　深夜、仕事の帰り道、無灯火の自転車で
帰宅中のＡさんは、片側２車線の交差点で、
車の通行量が少なかったため、赤信号を無
視して横断中、青信号で進入してきた普通
自動車と衝突し、死亡しました。
　自動車保険から、遺族に支払われる賠償
金は、Ａさんの過失が大きいと判断され大
幅に減額されました。

この事故から学ぶこと

　Ａさんの信号無視や無灯火などを理由に
賠償金が減額されました。自転車も車両の
一つであり、道路交通法を守る義務があり
ます。
　また、運転者も交差点付近は、信号が青
であっても注意が必要です。

（資料提供：高知県県民生活課交通安全対
　　　　　　策班 �８２３－９３１９）

事故の原因

　Ａさんが信号を無視したことが原因です。
また、Ａさんの自転車が無灯火であったこ
とも、車からの発見を遅くしました。

無灯火！

青

21
世
紀
は
人
権
の
世
紀
と
い
わ
れ
ま

す
。
け
れ
ど
も
、
ま
だ
ま
だ
社
会
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵
害
と
し
て
の
差
別

が
厳
存
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
人
権

侵
害
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
人
権
意

識
が
深
ま
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い

想
い
も
し
ま
す
が
、
10
年
前
、
20
年
前

等
と
比
べ
る
と
、
人
権
保
障
を
め
ぐ
る

社
会
の
状
況
は
確
実
に
進
ん
で
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
喫
煙
を
め
ぐ
る
状
況
を
考

え
て
み
る
と
、
今
で
は
病
院
は
も
ち
ろ

ん
、
人
々
が
集
ま
る
公
共
的
な
場
所
で

の
喫
煙
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
　

　
こ
う
し
た
状
況
変
化
の
背
景
に
は
人

権
に
関
す
る
法
律
や
制
度
が
整
っ
て
き

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
制
度
が
徐
々
に
人
々
の
行
動
を
変
え

意
識
（
考
え
）
を
変
え
て
い
く
と
い
う

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
人
権
が
保

障
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
制

度
の
持
つ
意
味
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
私
た
ち
の
行
動
と
意
識
（
考
え
）

に
つ
い
て
あ
る
学
者
は
こ
ん
な
こ
と
を

言
っ
て
い
ま
す
。

《
た
と
え
ば
、
ヘ
ビ
が
非
常
に
怖
く
て
、

そ
れ
を
治
し
た
い
と
い
う
人
が
い
た
と

き
に
、
そ
の
人
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
説

明
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
「
ヘ
ビ
は

め
っ
た
に
向
こ
う
か
ら
人
間
を
襲
っ
て

来
る
こ
と
は
な
い
」
「
大
部
分
の
へ
ビ

は
毒
が
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
。
し
か

し
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
一
生
懸
命
言
っ

て
認
知
（
考
え
）
に
働
き
か
け
て
も
、

ほ
と
ん
ど
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず

そ
の
人
と
同
じ
く
ら
い
の
年
齢
の
人
が

ヘ
ビ
に
触
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
せ
、

そ
の
人
に
「
ち
ょ
っ
と
こ
こ
へ
き
て
触

っ
て
ご
ら
ん
」
と
言
わ
せ
ま
す
。
す
る

と
、
恐
る
恐
る
ち
ょ
っ
と
触
っ
て
み
る
。

そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
、
何
ら
か
の
方

法
で
ま
ず
行
為
を
起
こ
さ
せ
て
し
ま
う
。

そ
う
す
る
と
、
「
あ
、
自
分
は
今
日
ヘ

ビ
に
触
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
っ
て
、

そ
の
人
の
自
己
概
念
が
変
わ
る
訳
で
す
。

自
己
概
念
が
変
わ
る
と
、
ま
す
ま
す
行

為
が
変
わ
る
可
能
性
が
増
え
て
く
る
、

そ
れ
に
伴
っ
て
ま
た
自
己
概
念
が
変
わ

る
と
い
う
ふ
う
に
し
て
、
問
題
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
見
い
だ

さ
れ
た
。
》

　
「
行
動
」
が
「
考
え
」
を
か
え
る
と

い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
人
、
も
の
、
自
然
を
大
切
に
す
る
と

い
う
こ
と
の
中
で
、
今
、
自
分
の
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
「
行
動
」
を
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。
そ
の
こ
と
が
偏
見
や
思

い
こ
み
か
ら
自
分
を
自
由
に
し
て
く
れ

て
、
よ
り
豊
か
な
生
き
方
に
導
い
て
く

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

赤

※
お
問
い
合
わ
せ
は

人
権
広
報
委
員
会

（
�
８
８
０
・
６
５
６
９
）

８
８
０
・
６
５
６
９
）ま
で
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